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者が200人を超え，奥能登地域を中心に石川～新潟の各地で甚大な被害が発生した．
　観測された最大震度は，石川県輪島市門前町と志賀町香能で観測された震度７であり，七尾
市・珠洲市・穴水町・能登町で震度６強，中能登町と新潟県長岡市で震度６弱を観測した．ま
た，新潟市中央区美咲町・南区白根・西区寺尾東・西蒲区では震度５強，新潟市北区東栄町・
新潟空港・新潟市中央区関屋・新潟市江南区泉町・秋葉区程島・新津東町・新潟市西蒲区巻甲
では震度５弱を観測した（気象庁，2024)．一方，防災科学技術研究所が2024年１月27日に公
表した面的推計震度によると，震度７を観測した輪島市・志賀町のほか，七尾市，珠洲市，
能登町，穴水町において震度７相当の揺れが発生したと推定される地域がある（第２図)．ま
た，中能登町でも震度６強相当の揺れが発生したと推定される地域がある（防災科学技術研究
所，2024)．さらに，羽咋市，小松市，能美市，富山県氷見市，高岡市，富山市，射水市，上
市町，舟橋村、新潟県上越市，妙高市，新潟市西区，佐渡市にも震度６弱相当の揺れが発生し
たと推定される地域がある（第３図：防災科学技術研究所，2024)．

第３図　2024年能登半島地震の新潟市域の面的推定震度分布（防災科研，2024）
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第２図　2024年能登半島地震の面的推定震度分布（防災科研，2024）
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2024年能登半島地震

日 時：2024年1月1日16時10分

規 模：マグニチュード 7.6

震源地：珠洲市地下16km

震 度： 7（志賀町,輪島市），6弱 （新潟市西区）

被 害：死者 281 ，重傷者 349

全壊建物 8,429 ，半壊建物 21,370

新潟市の被害：

全壊建物 106，半壊建物 3,774 

2024年能登半島地震の新潟市域の面的推定震度分布(防災科研)
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遠距離液状化被害

輪島市

新潟市(中央区)

内灘町

長い地震動の継続が液状化被害を遠距離まで拡大
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1
8
0
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(震源深さ16km)

基図は、防災科研(リアルタイム被害推定・状況把握システム), 防災クロスビュー・面的推定震度分布を使用
液状化範囲は、先名重樹：令和6年能登半島地震液状化被害の分布と特徴，第4回災害レジリエンス共創研究会資料，R6.3.5を参考に記載

液状化範囲
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繰り返し回数、せん断応力比の液状化への影響
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能登半島地震の液状化箇所（石川県内灘町）

35

令和６年能登半島地震での比較

■ランク4
（震度5強で液状化被害大）
■ランク3
（地盤条件による）
■ランク2
（より大きな地震で
可能性あり）
■ランク1
（ほぼ可能性なし）

埋め立て部で被害大

今回被害なし．
ただし，震度5弱
砂・粘土互層

継続時間の考慮（千葉県の考慮よりは短い）と非液状化層の影響を考える必要がある．

（金沢工業大学・高原利幸先生）
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埋め立て地の液状化（内灘町）

埋立盛土の上端・引張亀裂が広範囲に発生した
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砂丘の液状化災害（新潟市）
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砂丘の液状化災害（新潟市）
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砂丘の液状化災害（新潟市）
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埋め戻し土の液状化（輪島市）
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液状化しやすさマップ（新潟市）

（国土交通省北陸地方整備局）
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液状化しやすさマップの作成方針

l 1964年新潟地震と同程度の揺れを新潟県全域に想定

l 微地形区分（地形要素）と地盤構成（ボーリングデータ）をリ
ンク

l 古地図や治水地形分類図から旧河道や旧池沼を抽出して総合的
視点で危険度を評価

l メッシュ表示ではなく領域表示を用いる

l 液状化３条件（砂地盤かどうか、N値の低いこと、地下水位が
高いこと）を確認する

l 過去の液状化履歴に基づき重み付けを行い、砂丘縁辺部や新規
の人工地盤（宅地造成盛土）を液状化の可能性が高いと評価
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被災状況 ～罹災証明の集計～

罹災 棟 ％

全壊 91 0.5%

大規模半壊 743 3.9%

中規模半壊 109 0.6%

半壊 2,163 11.4%

準半壊 4,370 23.0%

準半壊に至らない 9,531 50.1%

無被害 2,030 10.7%

全数 19,037 100.0%

(道路)
災害査定箇所

(下水)
災害査定箇所

大規模半壊
～全壊

罹災証明記録によ
る地盤被害のある
箇所（液状化の可
能性有）

令和６年４月１７日時点の罹災状況推定地下水等高線

罹災証明による能登半島地震の建物被害

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議
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砂丘後背地 ～罹災証明の集計～

(道路)災害査定箇所

(下水)災害査定箇所

大規模半壊
～全壊

罹災証明記録による地
盤被害のある箇所（液
状化の可能性有）

推定地下水等高線

罹災証明による建物被害分布（砂丘後背地）

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議
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罹災証明による建物被害分布（旧河道）旧河道 ～罹災証明の集計～

(道路)
災害査定箇所

(下水)
災害査定箇所

大規模半壊
～全壊

罹災証明記録によ
る地盤被害のある
箇所（液状化の可
能性有）

推定地下水等高線

旧河道

旧河道

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議
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建物被害と液状化しやすさマップの比較

（キタック・佐藤豊氏）
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液状化被害の特徴（その１）

l 液状化の繰り返し

ü 新潟地震と同じ地域で液状化が発生
ü 液状化しやすさマップは概ね現象を評価（過去の被災事例は

精度が高い）→マニュアルは検証が必要
ü 被害が軽微、再液状化しない地域（地震動の差異）

l 砂丘後背地，旧河道で激しい液状化

ü 傾斜地の側方変位、建物被害を拡大
ü 側方変位は微傾斜地形でも発生
ü 大量の噴砂が発生し，地中の空洞が懸念される。地盤の局所

沈下は地震後にも進展した

l 人工改変地の液状化

ü 地下水位の高い，人工改変地（砂質土の切盛土・埋立地）の
液状化

ü 粘性土地盤上の砂質盛土は排水不良の場合に液状化する事例
がある
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液状化被害の特徴（その２）

l 擁壁と排水性

ü 住宅地では擁壁盛土の排水性が悪いと地下水位が上昇し，液
状化する事例が多い

ü 液状化による，擁壁の沈下や孕み出し，滑動が生じた

l 建物荷重と不同沈下

ü 液状化地盤では建物の沈下のほか，局所荷重に伴う周辺地盤
（駐車場や道路）の隆起が生じた

ü 建物は不同沈下により傾斜した

l 基幹道路は路盤が締め固められており，表面的被害なし

ü 砂丘麓の縦断道路は路盤の変形拘束で被害は軽微，横断面で
は山側の斜面は圧縮変形が，谷側斜面は引張変形が生じた
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引張亀裂

圧縮亀裂,噴砂

5 mDEM（基盤地図情報）を用いて断面図作成

砂丘斜面末端での液状化と移動の発生摸式

寺尾付近の地形断面

タイプ①：砂丘斜面末端部での液状化と地すべり性移動

地下水に満たされた砂層

砂丘砂

砂丘部の地下水 日本海側：湧き出さずに海へ
低地側：標高が低いので，県道16号付近で湧き出す

最も液状化しやすい粒度の砂＋地下水豊富→ 液状化発生
斜面末端→ 地すべり性移動

砂丘の液状化災害（新潟市）

（新潟大学・卜部先生）
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砂丘斜面上の住宅

引張による

10 数cmの水平変位量

10 数cmの水直変位量

引張亀裂

タイプ①：砂丘斜面末端部での液状化と地すべり性移動砂丘の液状化災害（新潟市）

（新潟大学・卜部先生）
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圧縮変形

GoogleStreetViewより
寺尾

タイプ①：砂丘斜面末端部での液状化と地すべり性移動砂丘の液状化災害（新潟市）

（新潟大学・卜部先生）
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引張亀裂

圧縮変形

タイプ①：砂丘斜面末端部での液状化と地すべり性移動

寺尾駅

引張亀裂と圧縮変形はセットで分布
内野～坂井輪～寺尾本村～青山

寺尾本村地区
２測線：SWS２２地点，ボーリング３地点

砂丘の液状化災害（新潟市）

（新潟大学・卜部先生）
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被害の大きい箇所（新潟市）

（新潟大学・卜部先生）

タイプ③：低地部での液状化（寺尾東）

民有地11か所 ボーリング2本（10ｍ×2），SWS 計17地点
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斜面末端部の液状化⇒液状化層の側方移動⇒斜面表層部（宅地）が移動

この部分が液状化

タイプ①：砂丘斜面末端部での液状化と地すべり性移動砂丘の液状化災害（新潟市）
（新潟大学・卜部先生）

砂丘麓で切盛りを行うと，切土部では地下水位の上昇と
拘束圧の低下，盛土部では地下水位の上昇と低強度で液
状化の可能性が高い。旧地形の確認が必要である
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砂丘後背地（地形）

三角州

D

D’

C
C’

●主に砂丘低地部に位置する。

出典：土地条件図_初期整備版

出典：国土地理院地形図をに加筆

砂丘

盛土地

大野

寺尾
小針

平坦化地

平坦化地(主に切土)

大野

寺尾

小針
低地

砂丘

出典：「令和６年能登半島地震被害調査団「宅地」資料_(公社)地盤工学会」より

盛土地は造成盛土が砂でで
きていると推定される

砂丘の地盤は砂でできている

A’
A

B’
B

B’
B

A’
A

砂丘後背地の詳細地形（切盛土の形成）

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議
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大野地区の地質断面

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議

砂丘後背地（地質） ～大野付近～

三角州

D

D
’

C
C
’

出典：土地条件図_初期整備版

砂丘

B

B
’

盛土地

大野 寺尾
小針

平坦化地

平坦化地(主に切土)

出典：「令和６年能登半島地震被害調査団「宅地」資料_(公社)地盤工学会」より

A A’

大野付近の地質想定断面図

液状化被害範囲（推定）

A’
A

B’
B

l 山側は切土でのり先は盛土の形式

l 傾斜地では地下水の浸出点前後から液状化

l 地表と地下水位の位置関係で液状化被害が異なる

l 切土斜面の平坦部は液状化しにくい

l のり先に向かって液状化危険度は高くなる
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寺尾地区の地質断面

新潟市宅地等耐震化対応・対策検討会議

砂丘後背地（地質） ～寺尾付近～

三角州

D

D
’

C
C
’

出典：土地条件図_初期整備版

砂丘

B

B
’

A

A
’

盛土地

大野 寺尾
小針

平坦化地

平坦化地(主に切土)

B B’

出典：「令和６年能登半島地震被害調査団「宅地」資料_(公社)地盤工学会」より寺尾付近の地質想定断面図

液状化被害範囲（推定）

A’
A

B’
B

l 傾斜地では地下水の浸出点前後から液状化

l 地表と地下水位の位置関係で液状化被害が異なる

l 盛土、埋土は液状化しやすい

l 斜面が緩傾斜の場合に地下水位が高く、広域に液
状化する事例がある

l 傾斜地では地下水の浸出点前後から液状化

l 地表と地下水位の位置関係で液状化被害が異なる

l 盛土、埋土は液状化しやすい

l 斜面が緩傾斜の場合に地下水位が高く、広域に液
状化する事例がある
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液状化被害の特徴（その３）

l 砂丘後背地の人工改変

ü 切盛り土による平坦地の造成，山側は切土でのり先は盛土
ü 砂丘の下方境界に後背湿地が分布し，地下水が湧出
ü 砂丘斜面では地下水の浸出点前後から液状化した

l 切盛り土による平坦部

ü 地表と地下水位の位置関係で液状化被害は異なる
ü 砂丘斜面側およびのり先で液状化の危険度が高い

l 切土の平坦部

ü 切土斜面の平坦部は比較的に液状化しにくい
ü のり先に向かって液状化危険度は高い

l 盛土の平坦部

ü 盛土，埋土は液状化しやすい
ü 砂丘斜面が緩傾斜の場合に地下水上昇が起きやすく、広域に

液状化する事例がある
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砂丘の液状化災害（新潟市）

（株式会社興和 坂東和郎氏(B) 藤野丈志氏(F)）

高い擁壁は健全な一方，低い擁壁は沈下・側方
変位を生じた

道路の路床は剛性が高く，山側で圧縮・谷側で
引張破壊が見られた

道路は損傷が見られないが，空洞の懸念がある
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砂丘の液状化災害（新潟市）

（株式会社興和 坂東和郎氏(B) 藤野丈志氏(F)）

砂丘盛土部の末端，側方変位により建物被害が
拡大した
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砂丘の液状化災害（新潟市）

（株式会社興和 坂東和郎氏(B) 藤野丈志氏(F)）

周辺に変位は見られないが，駐車場は隆起して
不同沈下を生じた
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砂丘の液状化災害（新潟市）

激しい液状化で建物は沈下した。全体が地盤沈下した
と推測されるが，道路側が隆起して建物は傾斜したか

連続した噴砂や亀裂が発生した。地質との関係調査が必要か
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砂丘の液状化災害（新潟市）

（株式会社興和 坂東和郎氏(B) 藤野丈志氏(F)）
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　押圧ロッドの最大押圧力で出

来るだけ削孔深度付近まで押圧

し、下部地盤を圧密すると共に、

孔の再整形を行う。

　この時、地下水位が上昇しな

いようにエアーを先端より吐出

しておく。　また、押圧ロッド

上部周囲に砕石を投入する。

　スクリューは、計画掘削深度

まで挿入する。周辺地下水位は

低下し、スクリュー周辺は圧密

され密度が上がり、強度も上昇

する。　計画深度まで達したら、

エアーを吐出しながらスクリュ

ーを引き抜く。

　残土を投入し、

再削孔する。

１１

２２

３３ ４４

５５

６６ ７７ ８８ ９９

無排土削孔が可能な工法です。

砕石柱 築造手順砕石柱 築造手順スクリュープレス工法（グランテック社）
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宅地の液状化対策をどうするか？

l 宅地の広域液状化対策

ü 2004年中越地震以降，新潟県では液状化対策が普及
ü 2007年中越地震では山本団地で大規模盛土造成地滑動崩落
防止事業による地下水低下工法（低コスト）を適用

l 事前防災としての液状化対策

ü 液状化しやすさマップなど液状化危険度の住民周知
ü 既存建物でも改築時に予算に応じた液状化対策の実施
ü 時間経過とともに防災力向上を図るソフト対策戦略

l 遠距離地震で発生する液状化被害

ü 能登半島地震で新潟市にも大きな液状化被害の発生
ü 住民の都合で災害は待ってくれない

l 液状化対策の適正レベル

ü 想定する地震規模と繰り返す液状化被害
ü 住宅地域の広域液状化対策の効率化
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2007年中越沖地震の建物被害（柏崎市）

砂丘

砂丘

低地・谷底平野
自然堤防

山本団地：広域液状化対策の実施
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繰り返す液状化被害（中越・中越沖地震）
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